
 

 

消費者被害等の注意喚起ちらし「月次相談リポート」の 

自治会・町内会掲示板への掲示について 

 
１ 趣旨 

  現在、全国的に高齢者の消費者被害が、高齢者人口の増加率を大きく超え

るスピードで増えており、横浜市においても高齢者の消費者被害件数は急増

しています。 

そこで、横浜市消費生活総合センターでは、被害者になる危険性の高い高齢

者に向けての注意喚起の方法として、時節ごとに変化する消費者被害やトラブ

ルの傾向を踏まえ、その時節に特に注意すべき事例をわかりやすくコンパクト

にお伝えするちらし「月次相談リポート」を、平成 28年４月から毎月作成し

ております。 

本ちらしにつきましては、これまでも毎月可能な範囲での自治会・町内会の

掲示板への掲示をお願いさせていただいておりますが、このたび、４月号を発

行いたしましたので、今月も可能な範囲で自治会・町内会の掲示板に掲示して

いただけますようお願いいたします。 

地域の高齢者の方を消費者被害から守るための活動に対しての、御理解と御

協力を、何卒お願いいたします。 

 

 

２ 掲示するちらし 

 「月次相談リポート」４月号 Ａ４判１ページ（月刊） 

  

 

３ スケジュール 

 ・平成 31年４月下旬に配送ルートにて掲示物を配付 
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月次相談リポート

「元号の改元」に便乗した
詐欺や契約トラブルにご注意！

平成31（2019）年  ４月号

お互いに　一声かけて見守りを！

　新たな元号になることで「新たに手続きが必要」
と個人情報を聞き出したり、「皇室の記念」などの
便乗商法が増えています。 

●公的機関や金融機関を装い、「元号の改元に
　よる法改正について」と題する不審な資料の
　入った封書が届いた。信用できるか。

●高齢の父宛に高額な皇室の
　記念写真集が送りつけられた。

公的機関や金融機関が
暗証番号を文書や電話で
たずねることは絶対ありません。


